
「天気」８月号に掲載された“2006年秋季極域・寒

冷域研究連絡会の報告”のうち，“豪雪・寒冬研究の

経過，問題点，および，今なすべきこと”（二宮 2008)

で「この頃水力電源開発のためスノーサーベイが行わ

れたが，筆者はそのデータの所在を確認していない．」

と記した．

これに対して首都大学東京の松山准教授より，ス

ノーサーベイデータについて記述された論文（松山

1998）を御教示頂いた．この論文には多くの原データ

が引用されている．

二宮（2008）の不備を補うために，松山（1998）を

文献として紹介させて頂き，松山准教授の御教示に御

礼申し上げます．
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